平安期女房装束の復元にむけて（一）  ― 『源氏物語』からの始発  ― by 髙倉 永佳 et al.
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平
安
期
女
房
装
束
の
復
元
に
む
け
て
（
一
）
　
― 『
源
氏
物
語
』
か
ら
の
始
発 
―
髙　
倉　
永　
佳
佐　
藤　
　
　
悟
横　
井　
　
　
孝
一　
「
源
氏
物
語
研
究
の
学
際
的
・
国
際
的
拠
点
形
成
」
平
安
時
代
の
女
房
装
束
を
復
元
す
る
―
と
口
に
し
た
り
筆
に
し
た
り
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
る
が
、
い
ざ
手
を
つ
け
て
み
る
と
、
大
そ
れ
た
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
い
ま
し
み
じ
み
と
実
感
す
る
。
な
に
せ
資
料
も
な
け
れ
ば
遺
品
も
な
い
。
い
わ
ば
「
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
」
も
の
を
復
元
し
よ
う
、
と
い
う
の
だ
か
ら
。
し
か
も
、
そ
の
「
大
そ
れ
た
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
既
に
立
ち
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
と
の
発
端
は
、
文
部
科
学
省
に
よ
る
平
成
三
〇
年
度
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
実
践
女
子
大
学
の
申
請
し
た
「
源
氏
物
語
研
究
の
学
際
的
・
国
際
的
拠
点
形
成
」
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
同
事
業
は「
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
大
学
の
特
色
あ
る
研
究
を
基
軸
と
し
て
、
全
学
的
な
独
自
色
を
大
き
く
打
ち
出
す
取
組
を
行
う
私
立
大
学
の
機
能
強
化
を
促
進
す
る
」（
文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
よ
り（１））
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
、
平
成
二
八
年
度
か
ら
三
〇
年
度
ま
で
募
集
が
あ
り
、
そ
の
最
終
年
度
に
実
践
女
子
大
学
の
事
業
が
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
『
源
氏
物
語
』
を
実
践
女
子
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
中
軸
に
据
え
た
の
に
は
大
き
く
三
つ
の
理
由
が
あ
る
。
第
一
に
、
大
学
の
創
立
者
・
下
田
歌
子
（
一
八
五
四
～
一
九
三
六
）
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
が
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
・
研
究
で
あ
っ
た（２）こ
と
、
第
二
に
、
創
立
者
の
遺
志
を
継
い
で
、
図
書
館
・
文
芸
資
料
研
究
所
等
に
当
該
物
語
関
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連
の
古
典
籍
の
収
集
が
続
け
ら
れ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
相
当
な
集
積
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
三
に
、
こ
れ
も
創
立
者
の
遺
志
の
継
続
と
し
て
、
集
積
さ
れ
た
古
典
籍
を
学
生
の
教
育
素
材
・
資
料
と
し
て
直
接
に
利
用
し
て
い
る
こ
と
、
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
実
績
を
実
践
女
子
大
学
の
ブ
ラ
ン
ド
形
成
の
た
め
に
見
直
し
、
再
構
築
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
の
が
文
部
科
学
省
の
事
業
へ
参
画
す
る
意
図
で
あ
っ
た
。
採
択
に
あ
た
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
、
　
①
文
学
的
・
文
献
学
的
・
科
学
的
視
点
に
よ
る
源
氏
物
語
研
究
古
典
籍
資
料
の
解
釈
と
科
学
的
手
法
（
光
学
・
化
学
）
に
よ
る
文
理
融
合
型
の
研
究
　
②
源
氏
物
語
の
文
化
的
・
社
会
的
側
面
に
関
す
る
研
究
源
氏
物
語
及
び
平
安
期
か
ら
連
な
る
日
本
文
化
の
可
視
化
・
具
現
化
（
平
安
期
装
束
の
復
元
等
）
　
③
海
外
研
究
者
と
の
連
携
に
よ
る
国
際
的
研
究
世
界
文
学
と
し
て
の
源
氏
物
語
の
評
価
確
立
と
研
究
の
高
度
化
（
フ
ラ
ン
ス
・
韓
国
等
）
　
④
成
果
発
信
と
学
際
的
・
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
各
種
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
成
果
発
信
事
業
を
通
じ
た
地
位
確
立
と
他
研
究
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
学
際
的
・
国
際
的
研
究
機
関
と
し
て
の
ハ
ブ
機
能
構
築
と
い
う
四
つ
の
柱
が
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
研
究
チ
ー
ム
が
作
ら
れ
た
も
の
の
、
①
～
④
は
個
別
に
で
は
な
く
、
有
機
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
事
業
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
。
①
は
、
４
Ｋ
デ
ジ
タ
ル
・
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
や
分
光
光
度
計
に
よ
る
三
次
元
蛍
光
分
析
（
Ｅ
Ｅ
Ｍ
）
等
を
用
い
て
モ
ノ
と
し
て
の
古
典
籍
（
古
筆
切
を
含
む
）
を
理
系
的
視
点
か
ら
捉
え
な
お
す
試
み
で
あ
る
が
、
特
に
蛍
光
分
析
で
は
、
②
の
草
木
染
め
の
遺
品
分
析
な
ど
に
応
用
で
き
る
技
術
で
あ
る
こ
と
が
見
通
し
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
②
は
、
ま
さ
し
く
本
稿
の
主
題
で
は
あ
る
が
、『
源
氏
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
平
安
中
期
の
古
典
文
学
作
品
、『
源
氏
物
語
絵
巻
』
『
紫
式
部
日
記
絵
詞
』
な
ど
の
絵
画
資
料
、
社
寺
に
献
納
さ
れ
た
遺
品
等
の
分
析
を
通
し
て
「
復
元
」
の
過
程
で
得
ら
れ
る
多
く
の
知
見
が
あ
る
は
ず
で
、
そ
れ
も
ま
た
③
の
国
際
的
発
信
へ
と
繋
が
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
本
稿
は
、
④
の
成
果
発
信
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
右
の
②
「
日
本
文
化
の
可
視
化
」
の
方
法
と
し
て
、『
源
氏
物
語
』
な
ど
に
描
か
れ
る
平
安
期
の
女
房
装
束
を
再
現
す
る
、
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
進
展
の
過
程
を
紹
介
し
、
ひ
ろ
く
諸
賢
の
批
判
・
叱
正
を
請
う
も
の
で
あ
る
。
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二　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
義
と
組
織
平
成
か
ら
年
号
が
変
わ
っ
て
、
令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
一
〇
月
二
二
日
の
即
位
礼
正
殿
の
儀
に
お
け
る
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
な
ら
び
に
皇
族
方
の
装
束
は
、さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
報
道
さ
れ
、
人
び
と
の
印
象
に
強
く
銘
記
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
男
性
の
装
束
は
措
き
、
女
性
皇
族
の
装
束
は
鮮
や
か
な
色
彩
に
満
ち
、
こ
と
に
御
帳
台
に
昇
ら
れ
た
皇
后
陛
下
の
萌
黄
の
御
唐
衣
、
浅
紫
の
御
表
着
の
お
姿
は
当
座
の
報
道
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
の
刊
行
物
な
ど
で
も
く
り
返
し
世
間
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
近
現
代
に
お
け
る
0
0
0
0
0
0
0
「
十
二
単
0
0
0
」
が
平
安
期
の
女
房
装
束
0
0
0
0
0
0
0
0
0
と
は
異
な
る
0
0
0
0
0
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、一
般
に
は
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
「
十
二
単
」
な
る
用
語
自
体
が
平
安
期
に
は
存
在
し
な
い
の
だ
。
し
か
も
、「
平
安
期
」
と
は
、
教
科
書
的
な
時
代
区
分
で
も
四
〇
〇
年
間
と
い
う
長
い
歳
月
で
あ
り
、
そ
の
間
に
女
房
装
束
が
変
化
し
な
か
っ
た
保
証
は
ど
こ
に
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
一
三
世
紀
の
作
と
目
さ
れ
る
佐
竹
本
『
三
十
六
歌
仙
絵
巻
』
の
「
小
野
小
町
」
の
後
ろ
姿
は
有
名
な
図
像
だ
が
、
特
に
重
袿
（
か
さ
ね
う
ち
き
＝
「
五
衣
（
い
つ
つ
ぎ
ぬ
）」
と
は
呼
ば
な
い
。
後
述
）・
単
（
ひ
と
え
）・
袴
な
ど
の
裾
の
折
れ
返
り
部
分
は
鋭
角
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、
す
で
に
強
装
束
の
面
影
が
看
て
取
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
男
性
装
束
で
い
え
ば
、
神
護
寺
の
国
宝
「
伝
源
頼
朝
像（３）」
も
有
名
な
図
像
で
あ
る
が
、
袍
の
肩
の
極
端
に
鋭
角
で
直
線
的
な
表
現
が
そ
の
時
代
性
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
平
安
中
期
―
つ
ま
り
『
源
氏
物
語
』
の
作
者
の
時
代
は
ま
だ
柔
装
束
の
時
代
で
あ
り
、
鎌
倉
期
以
降
の
絵
巻
等
に
描
か
れ
る
図
像
と
は
大
小
の
差
異
が
あ
ろ
う
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。し
か
し
、
に
も
関
わ
ら
ず
、
我
々
に
は
可
視
化
で
き
る
資
料
と
し
て
は
「『
源
氏
物
語
』
の
作
者
の
時
代
」
と
は
い
え
ぬ
『
源
氏
物
語
絵
巻
』『
紫
式
部
日
記
絵
詞
』
な
ど
し
か
遺
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
―
い
や
、
白
河
院
政
期
と
は
い
え
、
平
安
時
代
に
属
す
る
絵
画
資
料
を
参
照
で
き
る
僥
倖
を
我
々
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
こ
う
し
た
平
安
中
期
の
直
接
な
資
料
で
も
な
く
、
か
つ
遠
く
離
れ
た
時
期
の
資
料
で
も
な
い
も
の
を
な
ん
と
か
援
用
し
、
当
方
が
望
む
よ
う
な
情
報
を
直
截
に
は
も
た
ら
し
て
く
れ
ぬ
物
語
や
日
記
な
ど
の
行
文
な
ど
を
相
手
に
し
て
、
い
わ
ば
隔
靴
掻
痒
の
思
い
を
し
な
が
ら
「
平
安
期
女
房
装
束
の
復
元
」
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
を
紹
介
し
よ
う
（
以
下
、
諸
氏
の
敬
称
略
）。
　
実
践
女
子
大
学
髙
倉
永
佳
（
衣
紋
道
髙
倉
流
宗
家
・
実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）
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永
井
と
も
子
（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
儀
礼
文
化
教
育
研
究
所
理
事
長
・
実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）
佐
藤　
悟
（
実
践
女
子
大
学
教
授
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
統
括
リ
ー
ダ
ー
）
舟
見
一
哉
（
実
践
女
子
大
学
准
教
授
）
横
井　
孝
（
実
践
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
大
井
美
代
子（
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
客
員
研
究
員
）
寺
沢
白
雄
（
実
践
女
子
大
学
研
究
推
進
室
部
長
）
黒
宮　
仁
（
実
践
女
子
大
学
研
究
推
進
室
課
長
）
佐
野
友
希
（
実
践
女
子
大
学
研
究
推
進
室
）
　
井
筒
グ
ル
ー
プ
井
筒
與
兵
衞
（
井
筒
グ
ル
ー
プ
代
表
）
井
上
仁
美
（
井
筒
装
束
店
社
長
室
室
長
）
落　
里
美
（
井
筒
企
画
・
風
俗
博
物
館
学
芸
員
）
山
本
信
之
（
井
筒
企
画
代
表
取
締
役
）
山
本　
弘
（
㈱
山
本
弘
商
店
社
長
）
橋
野
広
和
（
㈱
山
本
弘
商
店
課
長
）
　
染
司
よ
し
お
か
吉
岡
更
紗
（
六
代
目
当
主
）
　
新
し
い
年
号
と
な
っ
た
最
初
の
夏
、
令
和
元
年
八
月
二
一
日
の
実
践
女
子
大
学
渋
谷
校
舎
で
の
キ
ッ
ク
オ
フ
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
皮
切
り
に
、
三
回
の
対
面
の
会
合
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-
19
の
猛
威
の
前
に
リ
モ
ー
ト
で
の
会
議
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
た
だ
、
リ
モ
ー
ト
会
議
の
利
点
を
活
か
し
て
、
令
和
二
年
五
月
か
ら
は
ほ
ぼ
毎
週
の
よ
う
に
研
究
会
・
勉
強
会
を
開
い
て
、
未
知
の
分
野
―
細
長
・
重
袿
・
単
な
ど
の
形
状
、
文
様
な
ど
―
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た
。
そ
の
次
第
に
つ
い
て
は
、
追
々
報
告
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
る
髙
倉
永
佳
は
、
衣
紋
道
髙
倉
流
の
宗
家
を
継
承
す
る
以
前
か
ら
皇
室
・
神
道
の
儀
式
に
永
ら
く
奉
仕
し
て
き
た
経
験
上
現
代
の
装
束
に
ふ
れ
る
こ
と
は
何
度
も
あ
っ
た
が
、
平
安
期
の
女
房
装
束
に
関
し
て
真
正
面
か
ら
考
究
す
る
機
会
は
少
な
か
っ
た
。
佐
藤
悟
は
近
世
文
学
、
特
に
柳
亭
種
彦
の
研
究
者
で
、
平
安
期
の
文
学
に
は
縁
遠
い
。
か
ろ
う
じ
て
種
彦
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』
を
と
お
し
て
『
源
氏
物
語
』
の
江
戸
時
代
に
お
け
る
受
容
の
あ
り
方
を
課
題
に
し
て
き
た
に
過
ぎ
な
い
。
横
井
孝
は
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
と
す
る
平
安
期
の
物
語
の
研
究
者
で
あ
っ
て
、
執
筆
者
の
な
か
で
は
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
最
も
至
近
距
離
に
い
る
は
ず
で
は
あ
っ
た
が
、
永
ら
く
古
典
籍
や
古
筆
切
に
関
わ
っ
て
き
て
お
り
、
女
房
装
束
に
つ
い
て
の
関
心
は
人
並
み
で
し
か
な
か
っ
た
。
三
者
三
様
、
そ
れ
ぞ
れ
が
必
ず
し
も
専
門
と
は
い
い
が
た
い
分
野
に
携
わ
っ
て
き
た
者
た
ち
で
は
あ
る
が
、
本
稿
冒
頭
に
「
誰
も
見
た
こ
と
が
な
い
」
と
記
し
た
よ
う
に
、
お
そ
ら
く
既
存
の
研
究
者
の
な
― 5 ―
か
で
「
平
安
期
の
女
房
装
束
」
を
復
元
し
え
た
経
験
を
持
つ
者
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、「
十
二
単
」
制
作
の
経
験
を
豊
富
に
有
す
る
井
筒
與
兵
衞
を
は
じ
め
と
す
る
井
筒
グ
ル
ー
プ
の
面
々
、
そ
し
て
自
然
染
料
の
染
色
専
門
家
と
し
て
右
に
出
る
者
の
な
い
吉
岡
更
紗
の
協
力
・
指
導
を
仰
ぎ
つ
つ
、
実
践
女
子
大
学
に
所
属
す
る
稿
者
三
名
が
、
各
自
の
持
つ
専
門
を
活
か
し
て
ゆ
く
道
を
模
索
す
る
の
は
、
十
分
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
俗
に
い
う
で
は
な
い
か
、「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
と
。
三　
女
房
装
束
の
歴
史
モ
デ
ル
前
節
に
「
近
現
代
に
お
け
る
「
十
二
単
」
が
平
安
期
の
女
房
装
束
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、一
般
に
は
周
知
さ
れ
て
い
な
い
」
と
記
し
た
。
大
学
で
平
安
期
の
文
学
を
講
ず
る
専
門
家
も
、
授
業
の
な
か
で
は
「
十
二
単
」
と
い
う
語
を
学
生
相
手
の
気
安
だ
て
ら
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
便
宜
的
な
呼
称
と
は
当
方
も
承
知
し
て
い
る
が
、
不
用
意
な
こ
と
で
は
あ
る
。
で
は
、
具
体
的
に
い
わ
ゆ
る
「
十
二
単
」
が
平
安
期
の
女
房
装
束
と
異
な
る
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
女
性
の
装
束
を
中
心
に
歴
史
モ
デ
ル
を
描
い
て
み
よ
う（４）。
平
安
期
は
歴
史
区
分
で
い
え
ば
古
代
（
後
期
）
に
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
主
題
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
も
古
代
の
女
房
装
束
（
以
下
、貴
顕
の
女
性
衣
裳
を
通
史
的
に
一
括
し
て
「
女
房
装
束
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
平
安
後
期
の
い
わ
ゆ
る
院
政
期
の
こ
ろ
か
ら「
柔
装
束（
な
え
し
ょ
う
ぞ
く
）」
か
ら
「
強
装
束
（
こ
わ
し
ょ
う
ぞ
く
）」
へ
移
行
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
絵
画
資
料
の
ほ
と
ん
ど
、『
雅
亮
装
束
抄
』
の
よ
う
な
文
献
は
こ
の
「
強
装
束
」
の
時
代
の
所
産
な
の
で
あ
る
。
古
い
遺
品
と
し
て
は
、
鶴
岡
八
幡
宮
に
は
五
領
の
女
房
装
束
の
神
宝
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
亀
山
天
皇
（
一
二
四
九
～
一
三
〇
五
）
の
寄
進
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
袿
・
小
袿
と
も
に
二
陪
・
三
陪
の
中
陪
（
な
か
べ
）
を
入
れ
て
あ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
期
以
降
の
仕
様
で
あ
る
。
熊
野
速
玉
神
社
に
は
衵
（
あ
こ
め
）・
単
・
唐
衣
・
裳
な
ど
四
七
点
の
遺
品
が
神
宝
と
し
て
蔵
さ
れ
て
お
り
、
小
葵
文
の
唐
衣
、
小
葵
文
に
浮
線
綾
の
表
着
（
う
わ
ぎ
）、
海
賦
文
の
裳
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
以
降
に
調
進
さ
れ
た
も
の
と
い
う
か（５）ら
、
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
形
状
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
で
き
る
、
き
わ
め
て
貴
重
な
遺
品
で
は
あ
る
の
だ
が
、
平
安
中
期
の
装
束
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
特
に
、「
中
陪
」あ
る
い
は「
お
め
り
」
な
ど
は
復
元
チ
ー
ム
の
研
究
会
で
し
ば
し
ば
存
否
が
問
題
視
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
「
中
陪
」
と
は
、
小
袿
な
ど
の
表
地
と
裏
地
（
袘
）
の
― 6 ―
- 5 -
を
豊
富
に
有
す
る
井
筒
與
兵
衞
を
は
じ
め
と
す
る
井
筒
グ
ル
ー
プ
の
面
々
、
そ
し
て
自
然
染
料
の
染
色
専
門
家
と
し
て
右
に
出
る
者
の
な
い
吉
岡
更
紗
の
協
力
・
指
導
を
仰
ぎ
つ
、
実
践
女
子
大
学
に
所
属
す
る
こ
の
三
者
が
、
各
自
の
持
つ
専
門
を
活
か
し
て
ゆ
く
道
を
模
索
す
る
の
は
、
十
分
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
俗
に
い
う
で
は
な
い
か
、
「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
と
。
三
女
房
装
束
の
歴
史
モ
デ
ル
前
節
に
「
近
現
代
に
お
け
る
「
十
二
単
」
が
平
安
期
の
女
房
装
束
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
に
は
周
知
さ
れ
て
い
な
い
」
と
記
し
た
。
大
学
で
平
安
期
の
文
学
を
講
ず
る
専
門
家
も
、
授
業
の
な
か
で
は
「
十
二
単
」
と
い
う
語
を
学
生
相
手
の
気
安
だ
て
ら
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
便
宜
的
な
呼
称
と
は
当
方
も
承
知
し
て
い
る
が
、
不
用
意
な
こ
と
で
は
あ
る
。
で
は
、
具
体
的
に
「
十
二
単
」
が
平
安
期
の
女
房
装
束
と
異
な
る
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
女
性
装
束
を
中
心
に
歴
史
モ
デ
ル
を
描
い
て
み
よ
う
。
平
安
期
は
歴
史
区
分
で
い
え
ば
古
代
（
後
期
）
に
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
主
題
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
も
古
代
の
女
房
装
束
（
以
下
、
貴
顕
の
女
性
衣
裳
を
通
史
的
に
一
括
し
て
「
女
房
装
束
」
― 7 ―
- 5 -
を
豊
富
に
有
す
る
井
筒
與
兵
衞
を
は
じ
め
と
す
る
井
筒
グ
ル
ー
プ
の
面
々
、
そ
し
て
自
然
染
料
の
染
色
専
門
家
と
し
て
右
に
出
る
者
の
な
い
吉
岡
更
紗
の
協
力
・
指
導
を
仰
ぎ
つ
、
実
践
女
子
大
学
に
所
属
す
る
こ
の
三
者
が
、
各
自
の
持
つ
専
門
を
活
か
し
て
ゆ
く
道
を
模
索
す
る
の
は
、
十
分
意
義
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
俗
に
い
う
で
は
な
い
か
、
「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
」
と
。
三
女
房
装
束
の
歴
史
モ
デ
ル
前
節
に
「
近
現
代
に
お
け
る
「
十
二
単
」
が
平
安
期
の
女
房
装
束
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
一
般
に
は
周
知
さ
れ
て
い
な
い
」
と
記
し
た
。
大
学
で
平
安
期
の
文
学
を
講
ず
る
専
門
家
も
、
授
業
の
な
か
で
は
「
十
二
単
」
と
い
う
語
を
学
生
相
手
の
気
安
だ
て
ら
に
用
い
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
便
宜
的
な
呼
称
と
は
当
方
も
承
知
し
て
い
る
が
、
不
用
意
な
こ
と
で
は
あ
る
。
で
は
、
具
体
的
に
「
十
二
単
」
が
平
安
期
の
女
房
装
束
と
異
な
る
、
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
女
性
装
束
を
中
心
に
歴
史
モ
デ
ル
を
描
い
て
み
よ
う
。
平
安
期
は
歴
史
区
分
で
い
え
ば
古
代
（
後
期
）
に
属
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
の
主
題
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
課
題
も
古
代
の
女
房
装
束
（
以
下
、
貴
顕
の
女
性
衣
裳
を
通
史
的
に
一
括
し
て
「
女
房
装
束
」
― 8 ―
間
に
入
れ
た
も
う
一
枚
の
絹
地
。
三
枚
重
ね
の
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
色
で
あ
る
た
め
に
、
襟
・
袖
口
・
裾
の
色
彩
が
豊
か
に
な
り
、
よ
り
一
層
鮮
や
か
に
見
え
る
た
め
に
付
せ
ら
れ
た
。「
お
め
り
」
も
重
袿
な
ど
表
地
と
裏
地
に
別
の
色
を
使
い
、
裏
地
を
表
地
よ
り
も
長
め
に
張
り
出
さ
せ
て
多
色
の
豪
華
さ
を
見
せ
た
も
の
。
図
は
、
久
保
房
子
・
河
野
美
代
賀
・
栗
原
澄
子
『
女
子
宮
廷
服
と
構
成
技
法
・
和
服
篇
』（
衣
生
活
研
究
会
、一
九
八
二
年
一
〇
月
刊
）
よ
り
小
袿
の
襟
周
り
の
「
中
倍
（
陪
）」「
お
め
り
」
を
あ
ら
わ
し
た
58
図
（
二
六
一
頁
）
を
引
用
し
た
。
同
書
は
、
図
版
を
多
く
収
録
し
、
歴
史
的
変
遷
を
説
き
、
特
に
近
代
の
装
束
の
縫
製
に
ま
で
論
及
し
た
、
類
書
の
稀
少
な
労
作
で
あ
る
。
「
中
陪
」
も
「
お
め
り
」
も
用
語
と
し
て
は
『
源
氏
物
語
』『
紫
式
部
日
記
』『
枕
草
子
』
に
見
え
ず
、前
者
は
今
の
と
こ
ろ
『
栄
花
物
語
』
巻
三
六
「
根
あ
は
せ
」
の
永
承
四
年
（
一
〇
四
九
）
一
一
月
九
日
の
内
裏
歌
合
の
記
事
に
、
中
宮
の
女
房
ま
で
、
紅
葉
を
織
り
尽
し
た
り
。
…
…
よ
き
程
に
押
し
出
で
た
る
衣
の
裾
・
袖
口
、
い
と
目
も
驚
き
て
見
ゆ
。
菊
の
折
枝
・
葛
の
紅
葉
・
鏡
の
水
な
ど
押
し
た
る
が
、
薄
物
よ
り
透
き
た
る
、
打
目
に
耀
き
合
ひ
た
る
火
影
、
い
み
じ
う
を
か
し
。
紅
の
打
ち
た
る
を
中
陪
に
て
、
鬘
の
形
に
彫
り
て
、
青
き
を
下
に
重
ね
て
、
香
染
の
薄
物
に
紅
葉
を
透
か
し
、
裳
の
腰
な
ど
い
み
じ
う
を
か
し
。
（
全
注
釈
７
、七
三
頁
＝
古
典
大
系
・
下
四
四
四
頁
）
と
あ
る
の
を
古
例
と
す
る
。
几
帳
や
御
簾
の
裾
か
ら
女
房
た
ち
の
袖
口
を
出
し
た
「
出
衣
（
い
だ
し
ぎ
ぬ
）」
の
美
し
さ
を
記
録
し
た
も
の
で
、
後
冷
泉
天
皇
中
宮
・
章
子
内
親
王
の
周
辺
の
み
は
あ
え
て
出
衣
を
せ
ず
、
そ
の
一
廻
り
外
側
に
華
や
か
さ
を
極
め
た
出
衣
が
並
べ
- 6 -
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
平
安
後
期
の
い
わ
ゆ
る
院
政
期
の
こ
ろ
か
ら
「
柔
装
束
（
な
え
し
ょ
う
ぞ
く
）
」
か
ら
「
強
装
束
（
こ
わ
し
ょ
う
ぞ
く
）
」
へ
移
行
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
絵
画
資
料
の
ほ
と
ん
ど
、
『
雅
亮
装
束
抄
』
の
よ
う
な
文
献
は
こ
「
強
装
束
」
の
時
代
所
産
な
の
で
あ
る
。
古
い
遺
品
と
し
て
は
、
鶴
岡
八
幡
に
は
五
領
の
女
房
装
束
の
神
宝
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
亀
山
天
皇
（
一
二
四
九
～
一
三
〇
五
）
寄
進
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
袿
・
小
袿
と
も
に
二
陪
・
三
陪
の
中
陪
（
な
か
べ
）
を
入
れ
て
あ
る
も
の
で
、
い
ず
れ
も
鎌
倉
期
以
降
の
仕
様
で
あ
る
。
熊
野
速
玉
神
社
は
衵
（
あ
こ
め
）
・
単
・
唐
衣
・
裳
な
ど
四
七
点
の
遺
品
が
神
宝
と
し
て
蔵
さ
れ
て
お
り
、
小
葵
文
の
唐
衣
、
小
葵
文
に
浮
線
綾
の
表
着
（
う
わ
ぎ
）
、
海
賦
文
の
裳
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
明
徳
元
年
（
一
三
九
）
以
降
に
調
進
さ
れ
た
も
の
と
い
う
か
ら
、
室
町
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
形
状
を
つ
（
４
）
ぶ
さ
に
観
察
で
き
る
き
わ
め
て
貴
重
な
遺
品
で
は
あ
る
の
だ
が
、
平
安
期
装
束
に
そ
の
ま
当
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
も
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
「
中
陪
」
あ
る
い
は
「
お
め
り
」
な
ど
は
復
元
チ
ー
ム
研
究
会
で
ば
し
ば
存
否
が
問
題
視
さ
れ
。
ち
な
み
に
「
中
陪
」
と
は
、
小
袿
な
ど
表
地
と
裏
地
（
袘
）
の
間
に
入
れ
た
も
う
一
枚
絹
地
。
三
枚
重
ね
の
そ
れ
ぞ
れ
が
別
の
色
で
あ
る
た
め
に
襟
・
袖
口
・
裾
の
色
彩
が
豊
に
な
り
、
よ
り
一
層
鮮
や
か
に
見
え
る
た
め
に
付
せ
ら
れ
た
。
「
お
め
り
」
も
重
袿
な
ど
表
地
と
裏
地
に
別
の
色
を
使
い
、
裏
地
を
表
地
よ
り
も
長
め
に
張
り
出
さ
せ
て
多
色
の
豪
華
さ
を
見
せ
た
も
の
。
図
は
、
久
保
房
子
・
河
野
美
代
賀
・
栗
原
澄
子
『
女
子
宮
廷
服
と
構
成
技
法
・
和
服
篇
』
（
衣
生
活
研
究
会
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
刊
）
よ
り
小
袿
の
襟
周
り
「
中
倍
（
陪
）
」
「
お
め
り
」
を
あ
ら
わ
し
た
図
（
二
六
一
頁
）
58
を
引
用
し
た
。
同
書
は
、
図
版
を
多
く
収
録
し
、
歴
史
的
変
遷
を
説
― 9 ―
ら
れ
て
い
て
、
押
出
を
せ
ぬ
中
宮
周
囲
が
か
え
っ
て
存
在
感
を
示
す
よ
う
に
し
つ
ら
え
ら
れ
た
、
絢
爛
た
る
色
彩
の
あ
ふ
れ
る
姿
を
表
現
し
た
も
の
で
、
当
然
こ
の
女
房
装
束
は
計
算
さ
れ
て
調
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
栄
花
物
語
』
行
文
中
に
あ
え
て
「
中
陪
」
の
語
を
用
い
た
の
も
格
別
に
意
識
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
後
代
の
「
比
翼
」
に
つ
な
が
る
装
飾
で
あ
る
。
時
代
下
っ
て
近
世
装
束
。
右
の
図
中
、「
東
福
門
院
御
遺
物
」
と
あ
る
の
は
京
都
南
禅
寺
派
の
尼
門
跡
寺
院
・
霊
鑑
寺
に
蔵
さ
れ
る
東
福
門
院
所
用
の
女
房
装
束
を
指
す
。
東
福
門
院
は
後
水
尾
天
皇
の
中
宮
・
和
子
（
一
六
〇
七
～
一
六
七
八
）、
徳
川
秀
忠
女
、
明
正
天
皇
の
母
で
あ
る
。
江
戸
幕
府
の
莫
大
な
援
助
の
も
と
に
多
く
の
衣
裳
を
調
進
さ
せ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
東
福
門
院
和
子
は
呉
服
商
・
雁
金
屋
を
贔
屓
と
し
、
大
量
の
装
束
を
発
注
し
た
。
雁
金
屋
の
文
書
に
は
、
例
年
お
び
た
だ
し
い
注
文
と
納
入
、
代
金
請
求
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
和
子
の
評
伝
の
一
節
を
あ
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
延
々
と
続
い
て
い
る
。
元
和
九
年
、
当
時
女
御
で
あ
っ
た
東
福
門
院
（
和
子
）
の
注
文
を
受
け
た
雁
金
屋
が
、
そ
の
代
金
請
求
の
た
め
、
翌
寛
永
元
年
（
一
六
二
四
）
九
月
二
十
三
日
に
書
き
上
げ
た
帳
簿
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
表
紙
に
は
「
女
御
様
御
め
し
の
御
ふ
く
同
御
つ
か
い
こ
そ
て
上
申
候
帳
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
和
子
が
自
分
の
着
用
分
の
呉
服
と
、
自
分
に
仕
え
る
女
官
た
ち
の
小
袖
を
ま
と
め
て
注
文
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御
遣
い
小
袖
は
全
部
で
四
十
五
領
あ
り
、
雁
金
屋
は
こ
れ
を
十
二
月
一
日
に
十
領
、
十
二
月
九
日
に
十
五
領
、
十
二
月
十
三
日
に
二
十
領
と
分
け
て
納
入
し
た
。
こ
の
代
金
は
銀
五
貫
五
百
六
十
四
匁
で
あ
る
。
一
方
、
女
御
和
子
着
用
分
は
反
物
で
納
入
さ
れ
た
。
内
訳
は
綸
子
地
の
染
め
物
が
二
反
、
龍
文
の
綸
子
地
の
染
め
物
が
一
反
、
練
り
地
の
染
め
物
が
四
反
で
、
合
計
七
反
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
裏
に
使
用
す
る
紅
染
め
羽
二
重
が
一
反
ず
つ
付
け
ら
れ
た
か
ら
、
反
物
数
で
言
え
ば
全
部
で
十
四
反
と
な
る
。
こ
の
分
の
代
金
は
銀
二
貫
三
百
匁
。
し
た
が
っ
て
合
計
す
る
と
七
貫
八
百
六
十
四
匁
に
な
る
。
こ
れ
は
、
同
年
の
江
戸
城
大
奥
、
つ
ま
り
お
江
与
か
ら
の
注
文
総
額
三
十
六
貫
六
百
三
十
一
匁
の
約
五
分
の
一
に
あ
た
る（６）。
自
ら
の
装
束
を
新
調
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
略
式
の
衣
裳
で
あ
る
小
袖
を
大
量
に
発
注
し
、
そ
れ
を
女
官
た
ち
に
「
御
遣
い
」
＝
賜
与
し
た
と
い
い
、
そ
れ
か
ら
の
小
袖
の
流
行
を
担
っ
て
い
た
と
も
見
な
し
う
る
わ
け
で
、
東
福
門
院
の
存
在
自
体
が
服
飾
史
の
一
大
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
ー
キ
ン
グ
で
あ
り
、
そ
の
所
用
の
装
束
は
江
戸
期
の
女
房
装
束
の
ひ
と
つ
の
結
節
点
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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後
陽
成
（
在
位
一
五
八
六
～
一
六
一
一
）・
後
水
尾
（
一
六
一
一
～
一
六
二
九
）・
後
西
（
一
六
五
四
～
一
六
六
三
）・
霊
元
（
一
六
三
三
～
一
六
八
七
）
の
歴
代
天
皇
の
時
代
は
「
古
典
復
興
」
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
近
世
初
頭
の
歴
代
に
古
典
籍
の
収
集
と
積
極
的
な
書
写
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
、
官
庫
に
お
さ
め
ら
れ
て
禁
裏
文
庫
が
急
速
に
充
実
し
た
時
期
で
も
あ
る
。
万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
正
月
一
五
日
の
禁
裏
火
災
で
正
本
が
多
く
焼
失
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
副
本
が
生
き
の
び
、
現
在
宮
内
庁
書
陵
部
で
多
く
を
繙
読
で
き
る
の
は
、
こ
の
時
代
の
活
動
の
お
か
げ
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
と
同
時
に
近
衞
家
の
よ
う
な
公
家
も
禁
裏
の
活
動
に
刺
激
を
受
け
て
い
る
こ
と
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る（７）。
こ
の
時
に
集
積
さ
れ
た
典
籍
は
多
分
野
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
の
典
拠
と
な
っ
て
、
禁
裏
に
お
け
る
古
典
文
化
0
0
0
0
再
興
の
後
押
し
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
後
土
御
門
天
皇
の
践
祚
に
と
も
な
っ
て
大
嘗
祭
が
挙
行
さ
れ
た
の
を
最
後
に
、
永
ら
く
途
絶
し
て
い
た
大
嘗
祭
を
東
山
天
皇
の
即
位
に
際
し
て
復
活
さ
せ
た
の
が
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）、
霊
元
上
皇
の
強
い
意
向
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
二
〇
年
に
わ
た
る
中
絶
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
煩
瑣
な
朝
廷
儀
礼
を
「
復
元
」
さ
せ
た
原
動
力
が
、「
古
典
復
興
」
の
機
運
の
も
と
、
禁
裏
に
集
積
さ
れ
た
記
録
類
で
あ
っ
た
。
大
嘗
祭
は
そ
の
後
ま
た
も
や
途
絶
す
る
が
、
桜
町
天
皇
（
在
位
一
七
三
五
～
一
七
四
七
）
は
再
復
活
さ
せ
た
上
に
新
嘗
祭
も
復
興
さ
せ
る
な
ど
、
宮
廷
の
さ
ま
ざ
ま
な
儀
制
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
後
桜
町
天
皇
（
在
位
一
七
六
二
～
一
七
七
〇
）
は
、
桜
町
天
皇
の
女
二
の
宮
。
先
代
桃
園
天
皇
が
崩
御
し
た
際
、
皇
嗣
の
英
仁
親
王
が
五
歳
と
幼
少
の
た
め
、
そ
の
成
長
を
待
つ
た
め
に
宝
暦
一
二
年
践
祚
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ
最
後
の
女
性
天
皇
で
あ
る
。
女
性
で
あ
る
か
ら
に
は
登
極
の
儀
礼
も
「
十
二
単
」
で
臨
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
の
図
中
、「
光
格
天
皇
御
遺
物
」
と
あ
る
の
は
御
寺
御
所
と
呼
ば
れ
た
尼
門
跡
寺
院
・
大
聖
寺
に
蔵
さ
れ
る
、
光
格
天
皇
（
在
位
一
七
七
九
～
一
八
一
七
）
の
代
で
制
作
さ
れ
た
装
束
を
指
す
。
倫
宮
所
用
の
細
長
、
中
御
門
天
皇
皇
女
・
永
皎
女
王
の
所
用
の
細
長
が
遺
さ
れ
て
い
る（８）。
後
桜
町
天
皇
が
成
長
を
待
ち
望
ん
だ
英
仁
親
王
が
後
桃
園
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
も
の
の
、
安
永
八
年
二
一
歳
で
皇
嗣
の
な
い
ま
ま
崩
御
し
て
し
ま
い
、
皇
統
断
絶
の
危
機
に
瀕
し
、
急
遽
傍
系
で
あ
っ
た
閑
院
宮
家
の
祐
宮
が
か
ろ
う
じ
て
皇
統
を
継
い
だ
。
光
格
天
皇
で
あ
る
。
光
格
天
皇
自
身
が
即
位
時
九
歳
で
あ
り
、
傍
系
（
第
一
一
四
代
中
御
門
天
皇
の
弟
直
仁
親
王
が
閑
院
宮
家
を
起
こ
し
、
そ
の
三
代
目
で
第
六
王
子
で
あ
っ
た
）
か
ら
を
皇
統
を
継
い
だ
と
い
う
意
識
が
強
く
、
幼
時
か
ら
古
典
教
養
を
深
く
勉
学
し
た
。
そ
の
在
位
期
間
も
上
皇
時
代
も
幕
府
と
の
闘
い
に
費
や
し
て
い
る
が
、
一
方
、
朝
儀
復
古
へ
の
強
い
意
志
を
貫
い
た
生
涯
で
も
あ
っ
た（９）。
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光
格
天
皇
の
古
典
回
帰
の
意
識
が
女
房
装
束
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
先
述
の
『
女
子
宮
廷
服
と
構
成
技
法
・
和
服
篇
』
に
は
、な
お
、
特
別
な
例
と
し
て
光
格
天
皇
の
皇
后
の
御
遺
品
の
五
衣
（
５
枚
別
々
に
仕
立
て
ら
れ
た
も
の
）
は
寸
法
上
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、
縫
製
上
背
縫
い
、
脇
縫
い
、
衽
付
を
表
・
裏
別
々
に
縫
い
、
裾
か
ら
約
10
㎝
の
と
こ
ろ
ま
で
中
と
じ
を
入
れ
た
あ
と
、
袖
口
、
ふ
り
、
身
八
ッ
口
、
襟
外
廻
り
、
裾
を
糊
で
は
り
合
わ
せ
た
方
法
が
み
ら
れ
た）（1
（
。
と
あ
る
。「
縫
製
上
」
以
下
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
点
を
多
く
含
む
が
、「
五
衣
」
が
「
５
枚
別
々
に
仕
立
て
ら
れ
」
て
同
寸
で
あ
っ
た
、
と
い
う
点
に
注
目
し
た
い
。
近
世
装
束
・
近
現
代
の
装
束
は
す
べ
て
「
五
衣
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
寸
法
を
変
え
て
、襟
・
袖
口
・
裾
に
襲
の
色
目
を
豪
華
に
見
せ
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
古
代
・
中
世
初
頭
に
は
そ
の
よ
う
な
工
夫
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
重
袿
に
十
数
枚
・
二
〇
枚
と
重
ね
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
と
す
る
と
、「
五
衣
」
が
す
べ
て
同
寸
と
い
う
の
は
、
江
戸
後
期
当
時
の
研
究
成
果
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
て
い
る
。
四　
『
源
氏
物
語
』
か
ら
の
始
発
以
上
の
よ
う
な
歴
史
モ
デ
ル
の
上
に
立
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
具
体
的
な
取
組
、
可
視
化
の
方
法
と
し
て
、
柔
装
束
の
時
代
の
ま
っ
た
だ
中
、『
源
氏
物
語
』
の
作
者
の
時
代
の
女
房
装
束
の
復
元
に
と
り
か
か
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
遠
い
過
去
に
湮
滅
し
た
文
化
財
を
再
現
し
よ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。暗
中
模
索
で
あ
り
試
行
錯
誤
の
く
り
返
し
で
も
あ
る
。
当
初
五
年
計
画
で
あ
っ
た
事
業
は
、
採
択
の
段
階
で
三
年
間
に
切
り
縮
め
ら
れ
た
。
早
晩
結
論
を
衆
目
に
曝
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
然
、
結
果
と
し
て
の
実
体
―
「
復
元
」
さ
れ
た
女
房
装
束
―
に
対
し
て
澎
湃
と
し
て
涌
き
起
こ
る
で
あ
ろ
う
批
判
に
も
晒
さ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
に
対
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
で
申
し
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。「
大
胆
」
と
「
斬
新
」
で
あ
る
。
「
大
胆
」
＝
批
判
を
恐
れ
ず
未
知
の
世
界
に
踏
み
込
む
こ
と
は
、
研
究
の
本
道
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
「
斬
新
」
＝
結
論
に
至
る
道
筋
で
方
法
に
こ
だ
わ
り
を
持
た
な
い
。
こ
の
二
点
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
方
法
・
観
点
が
未
知
の
分
野
に
通
用
す
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
恣
意
に
堕
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
唯
一
の
、
こ
だ
わ
り
と
申
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
限
定
と
申
す
べ
き
か
、
そ
の
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前
提
条
件
を
共
有
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
尤
も
重
要
な
点
は
、
　
《
判
断
の
基
準
に
、
可
能
な
限
り
典
拠
を
求
め
る
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
》
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
誰
も
見
た
こ
と
の
な
い
」
平
安
期
の
女
房
装
束
を
復
元
し
よ
う
と
い
う
大
そ
れ
た
試
み
で
あ
る
か
ら
、
全
て
に
典
拠
を
持
た
せ
る
こ
と
は
難
し
か
ろ
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
　
《
確
証
の
な
い
も
の
に
は
、
傍
証
を
博
索
す
る
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
》。
そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
従
来
の
知
見
や
常
識
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
も
う
一
度
再
確
認
す
る
、
と
い
う
こ
と
。
た
と
え
ば
、
絹
糸
ひ
と
つ
取
っ
て
も
、
平
安
中
期
の
女
房
た
ち
の
装
束
を
構
成
し
て
い
た
絹
糸
は
、
わ
れ
わ
れ
の
身
近
に
あ
る
そ
れ
と
同
じ
な
の
か
否
か
。
先
入
観
を
排
し
た
い
。
染
色
も
、
当
時
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
自
然
素
材
、
草
木
染
め
で
な
け
れ
ば
「
復
元
」
に
は
な
ら
な
い
。
化
学
染
料
な
ど
は
論
外
で
あ
る
。
さ
て
、
以
上
の
ご
と
き
方
針
を
復
元
作
業
に
と
り
か
か
る
前
提
と
し
て
掲
げ
て
お
き
た
い
が
、「
平
安
期
女
房
装
束
」
と
一
口
に
い
っ
て
も
漠
然
と
し
過
ぎ
て
い
る
。
具
体
的
な
基
準
、
方
向
性
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
、
何
に
ど
う
手
を
つ
け
た
ら
よ
い
の
か
皆
目
見
当
が
つ
か
な
い
で
は
な
い
か
。
『
源
氏
物
語
』
に
は
無
慮
数
百
人
の
登
場
人
物
が
あ
り
、
そ
の
半
分
の
女
性
に
も
魅
力
的
な
人
物
が
多
い
。
実
践
女
子
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
き
た
佐
藤
・
横
井
は
、
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
に
『
源
氏
物
語
』
の
人
物
論
と
し
て
は
紫
の
上
が
一
番
人
気
で
は
な
い
か
、
と
い
う
。
現
に
、
紫
の
上
を
仮
想
モ
デ
ル
に
し
た
現
代
装
束
は
、
い
く
つ
も
制
作
さ
れ
た
前
例
が
あ
る
と
仄
聞
し
て
い
る
。
今
回
の
「
復
元
」
は
も
ち
ろ
ん
現
代
装
束
を
敷
衍
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
や
い
わ
ゆ
る
「
十
二
単
」
を
再
生
す
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
事
前
の
協
議
で
は
紫
の
上
を
避
け
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
女
房
装
束
と
い
え
ば
一
番
人
気
の
紫
の
上
―
と
い
う
観
念
連
合
か
ら
離
れ
、「
斬
新
」
さ
を
求
め
た
い
と
い
う
心
組
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
浮
上
し
た
の
が
、「
明
石
の
君
」
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
若
菜
下
の
巻
、
六
条
院
の
女
楽
に
お
け
る
、
裳
を
着
け
た
「
卑
下
」
の
姿
容
を
見
せ
る
場
面
の
彼
女
の
装
束
を
基
準
に
し
て
は
ど
う
か
。
明
石
の
君
は
、
某
大
臣
を
祖
父
に
持
ち
、
父
も
顕
官
の
近
衛
中
将
に
就
い
た
が
、「
世
の
ひ
が
者
」
で
あ
っ
た
た
め
に
昇
進
が
遅
れ
、
つ
い
に
受
領
（
播
磨
守
）
に
ま
で
身
を
堕
と
し
て
い
た
家
に
生
ま
れ
た
。
そ
の
父
は
国
守
の
任
期
終
了
後
も
播
磨
に
定
住
し
、
稔
り
豊
か
な
土
地
柄
を
利
し
て
莫
大
な
財
を
築
い
て
い
た
。
物
語
で
は
薙
髪
し
て
明
石
の
入
道
と
呼
ば
れ
る
。
須
磨
流
謫
の
際
に
入
道
は
光
源
氏
を
娘
・
明
石
の
君
の
許
に
迎
え
入
れ
、
将
来
を
託
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
出
自
で
あ
る
た
め
、
や
が
て
栄
光
を
取
り
戻
し
た
源
氏
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の
六
条
院
に
迎
え
ら
れ
た
明
石
の
君
は
、
華
や
か
な
周
囲
の
女
性
た
ち
と
の
懸
隔
を
痛
感
し
て
お
り
、
つ
ね
に
自
ら
の
「
身
の
程
」
を
意
識
す
る
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る）（（
（
。
源
氏
の
妻
妾
た
ち
が
一
堂
に
会
す
る
六
条
院
の
女
楽
の
場
面
は
、
一
人
一
人
の
女
性
た
ち
を
観
察
す
る
の
に
ま
こ
と
に
便
利
な
箇
所
な
の
で
あ
る
。
桜
の
細
長
の
女
三
の
宮
、
紅
梅
の
御
衣
の
明
石
の
女
御
、
葡
萄
染
の
小
袿
に
薄
蘇
芳
の
細
長
を
重
ね
る
紫
の
上
、
そ
し
て
明
石
の
君
の
姿
が
描
か
れ
る
。
か
か
る
御
あ
た
り
に
、
明
石
（
の
君
）
は
気
お
さ
る
べ
き
を
、
い
と
さ
し
も
あ
ら
ず
、
も
て
な
し
な
ど
け
し
き
ば
み
は
づ
か
し
く
、
心
の
底
ゆ
か
し
き
さ
ま
し
て
、
そ
こ
は
か
と
な
く
あ
て
に
な
ま
め
か
し
く
見
ゆ
。
柳
の
織
物
の
細
長
、萌
黄
に
や
あ
ら
む
、
小
袿
着
て
、
う
す
も
の
の
裳
の
は
か
な
げ
な
る
ひ
き
か
け
て
、
こ
と
さ
ら
卑
下
し
た
れ
ど
、
け
は
ひ
、
思
ひ
な
し
も
心
に
く
く
あ
な
づ
ら
は
し
か
ら
ず
。
高
麗
（
こ
ま
）
の
青
地
の
錦
の
端
さ
し
た
る
褥
に
、
ま
ほ
に
も
ゐ
で
、
琵
琶
を
う
ち
置
き
て
、
た
だ
け
し
き
ば
か
り
弾
き
か
け
て
、
た
お
や
か
に
つ
か
ひ
な
し
た
る
撥
の
も
て
な
し
、
音
を
き
く
よ
り
も
、
ま
た
あ
り
が
た
く
な
つ
か
し
く
て
、
五
月
ま
つ
花
橘
、
花
も
実
も
具
し
て
、
押
し
折
れ
る
か
ほ
り
お
ぼ
ゆ
。
（
源
氏
物
語
大
成
一
一
五
四
頁
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
④
一
九
三
頁）（1
（
）
こ
う
し
た
貴
女
た
ち
の
集
い
の
場
に
気
後
れ
し
そ
う
な
立
場
の
明
石
の
君
で
は
あ
る
が
、抑
制
は
し
つ
つ
も
ゆ
っ
た
り
と
構
え
て
い
る
。
む
し
ろ
気
品
あ
る
姿
だ
と
い
う
。
そ
の
装
束
は
比
較
的
詳
し
く
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
他
の
貴
女
た
ち
が
春
の
行
事
に
ふ
さ
わ
し
く
、
女
三
の
宮
＝
桜
襲
（
表
白
・
裏）（1
（
紅
）
明
石
の
女
御
＝
紅
梅
襲
（
表
紅
・
裏
蘇
芳
）
紫
の
上
＝
葡
萄
染
（
表
蓼
藍
・
裏
紅
）
と
い
っ
た
華
や
か
な
色
彩
を
纏
う
の
に
対
し
て
、
明
石
の
君
の
、
柳
襲
（
表
白
・
裏
蓼
藍
に
黄
檗
）
の
細
長
萌
黄
（
蓼
藍
に
黄
檗
の
濃
淡
）
の
小
袿
と
い
う
い
で
た
ち
は
、
細
長
・
小
袿
と
い
う
一
番
目
に
つ
き
や
す
い
部
位
な
が
ら
、
緑
色
を
基
調
と
し
た
寒
色
で
あ
り
、
や
や
地
味
に
映
る
。
あ
え
て
女
三
の
宮
以
下
の
女
性
た
ち
の
よ
う
な
暖
色
を
避
け
た
と
も
思
え
る
。
そ
の
指
向
の
延
長
線
上
に
あ
る
の
が
「
う
す
も
の）（1
（
の
裳
」
を
着
け
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
さ
ら
に
語
り
手
が
「
卑
下
し
た
れ
ど
」
と
だ
― 14 ―
め
押
し
に
気
味
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
復
元
チ
ー
ム
は
こ
の
記
述
を
モ
デ
ル
（
基
準
）
と
し
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
そ
の
人
物
像
と
背
景
を
、
▼
出
自
が
低
い
こ
と
を
、
本
人
が
強
く
意
識
し
、
謙
っ
た
態
度
を
前
面
に
出
し
て
い
る
。
▼
六
条
院
の
四
つ
の
町
の
ひ
と
つ
を
住
居
と
す
る
が
、
冬
の
町
だ
け
は
寝
殿
が
な
い
。
た
だ
し
、
冬
の
町
北
方
に
「
御
蔵
町
」
を
持
ち
、
膨
大
な
財
力
・
富
裕
さ
を
背
景
と
す
る
。
の
ご
と
く
に
捉
え
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
人
物
が
身
に
纏
う
装
束
に
つ
い
て
は
、
▼
態
度
と
し
て
は
謙
っ
て
い
る
が
、
背
景
の
財
力
に
よ
り
豪
華
な
装
束
。
▼
大
人
の
気
品
を
追
求
す
る
。
▼
「
細
長
」
も
、
若
い
女
三
の
宮
と
は
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
る
こ
と
が
必
要
。
▼
見
た
目
（
現
代
の
感
覚
で
）
の
華
や
か
さ
に
欠
け
て
も
よ
い
。
と
い
う
把
握
の
し
か
た
を
考
え
た
。
こ
れ
ら
諸
点
は
、
ま
だ
『
源
氏
物
語
』
本
文
か
ら
読
み
取
れ
る
表
層
の
イ
メ
ー
ジ
を
ま
と
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
や
や
図
式
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
成
・
形
状
・
色
彩
・
文
様
な
ど
を
具
体
的
に
決
定
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
そ
の
指
針
と
し
て
必
要
な
目
標
な
の
で
あ
る
。
五　
課
題
は
知
見
そ
の
も
の
で
あ
る
出
発
点
で
あ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
課
題
が
「
源
氏
物
語
研
究
の
学
際
的
・
国
際
的
拠
点
形
成
」
で
あ
る
。
当
然
『
源
氏
物
語
』
か
ら
の
始
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
る
が
、
単
に
国
文
学
の
知
見
だ
け
で
完
結
で
き
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
当
然
に
当
初
か
ら
見
通
さ
れ
て
い
た
。
衣
紋
道
に
携
わ
る
髙
倉
が
参
加
し
た
こ
と
も
、
製
作
の
プ
ロ
集
団
で
あ
る
井
筒
グ
ル
ー
プ
、
染
色
の
専
門
家
で
あ
る
吉
岡
と
い
っ
た
人
た
ち
が
結
集
し
た
こ
と
も
、
事
業
の
計
画
上
必
須
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
て
も
、「
平
安
期
女
房
装
束
の
復
元
」
と
い
う
行
く
手
は
ま
さ
に
至
難
の
業
で
あ
る
。
ま
ず
、
《
物
語
本
文
に
描
出
さ
れ
て
い
な
い
部
分
を
ど
う
補
っ
て
ゆ
く
か
》
が
問
題
の
第
一
に
立
ち
は
だ
か
る
。
明
石
の
君
の
装
束
の
冒
頭
に
あ
る
「
細
長
」
の
形
状
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
小
袿
は
現
代
の
そ
れ
と
ど
う
対
比
で
き
る
の
か
。
表
着
― 15 ―
や
そ
の
下
の
重
袿
の
彩
色
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
そ
れ
ら
の
文
様
（
地
文
も
含
め
て
）は
い
か
が
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。「
大
胆
」と「
斬
新
」
を
標
語
の
よ
う
に
掲
げ
て
も
、
な
お
悩
ま
し
い
問
題
は
少
な
く
な
い
。
い
ま
記
し
た
ば
か
り
の
「
重
袿
」
と
わ
れ
わ
れ
が
呼
ぶ
も
の
も
、
研
究
会
・
勉
強
会
の
当
初
は
便
宜
的
に
従
来
の
「
五
衣
」
の
語
を
用
い
て
い
た
が
、
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
と
し
て
途
中
か
ら
厳
に
廃
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
も
そ
も
中
世
装
束
以
降
の
「
五
衣
（
い
つ
つ
ぎ
ぬ
）」
な
る
名
称
は
平
安
期
に
は
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
《
中
世
・
近
世
以
降
に
既
成
の
概
念
と
な
っ
た
も
の
を
ど
う
解
体
し
て
ゆ
く
か
》
こ
れ
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
山
積
す
る
課
題
を
超
克
し
て
「
平
安
期
女
房
装
束
」
の
「
復
元
」
へ
の
道
を
探
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
課
題
」
と
し
て
例
示
し
た
右
の
い
く
つ
か
は
、復
元
作
業
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
ま
っ
た
く
顕
在
化
し
な
か
っ
た
問
題
点
で
あ
ろ
う
。
問
題
点
と
し
て
意
識
さ
れ
た
こ
と
自
体
が
ひ
と
つ
の
知
見
ま
た
は
研
究
の
成
果
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
さ
し
く
「
研
究
0
0
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
」
と
い
う
に
相
応
し
い
作
業
で
あ
る
。
次
稿
か
ら
は
、「
復
元
」
の
た
め
の
具
体
的
な
研
究
状
況
を
報
告
し
た
い
。
（
続
）
注（
１
） https://w
w
w
.m
ext.go.jp/a_m
enu/koutou/shink
ou/07021403/002/002/1379674.htm
（
二
〇
二
〇
年
九
月
一
二
日
閲
覧
）
（
２
） 下
田
歌
子
『
源
氏
物
語
講
義
』
首
巻
（
実
践
女
学
校
出
版
部
、
一
九
三
四
年
四
月
刊
）「
緒
言
」。『
下
田
歌
子
先
生
伝
』（
故
下
田
校
長
先
生
伝
記
編
纂
所
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
刊
）。
（
３
） 米
倉
迪
夫
『
源
頼
朝
像
―
沈
黙
の
肖
像
画
』（
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
577
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
六
年
六
月
刊
）
に
よ
れ
ば
、
当
該
図
は
足
利
直
義
の
肖
像
で
、
南
北
朝
の
終
息
期
、
観
応
の
擾
乱
（
一
三
五
〇
～
一
三
五
二
）
直
前
と
い
う
時
期
の
足
利
尊
氏
・
直
義
兄
弟
の
関
係
が
ま
だ
順
調
な
康
永
四
年
（
一
三
四
五
）
に
奉
納
さ
れ
た
画
像
と
い
う
。
（
４
） こ
の
モ
デ
ル
は
当
然
男
性
の
装
束
に
つ
い
て
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
宮
廷
装
束
の
歴
史
モ
デ
ル
」
と
い
う
名
称
に
す
べ
き
で
あ
る
が
、
今
回
は
女
性
の
装
束
に
限
定
し
た
検
証
し
か
行
っ
て
い
な
い
。
た
め
に
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
諸
賢
の
ご
批
正
を
乞
う
も
の
で
あ
る
。
（
５
） 
各
社
の
神
宝
に
つ
い
て
は
、
河
上
繁
樹
『
日
本
の
美
術
339　
公
家
の
服
飾
』（
至
文
堂
、
一
九
九
四
年
八
月
刊
）
に
よ
る
。
（
６
） 
久
保
貴
子
『
徳
川
和
子
』（
人
物
叢
書
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
二
月
刊
）、
一
五
〇
～
一
五
一
頁
。
久
保
貴
子
『
後
水
― 16 ―
尾
天
皇
―
千
年
の
坂
も
踏
み
わ
け
て
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
八
年
三
月
刊
）に
も
略
述
が
あ
る
。
熊
倉
功
夫『
後
水
尾
院
』
（
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
刊
）
は
久
保
の
研
究
の
先
蹤
で
あ
る
が
、
東
福
門
院
の
衣
裳
好
き
を
支
え
た
経
済
力
は
、
当
時
の
禁
裏
御
領
全
体
の
額
と
ほ
と
ん
ど
同
額
で
あ
っ
た
と
い
う
。
（
７
） 
前
掲
注
（
５
）『
日
本
の
美
術
339　
公
家
の
服
飾
』。
（
８
） 藤
田
覚
『
光
格
天
皇
―
自
身
を
後
に
し
天
下
万
民
を
先
と
し
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
八
年
七
月
刊
）。
（
９
） 久
保
房
子
・
河
野
美
代
賀
・
栗
原
澄
子
『
女
子
宮
廷
服
と
構
成
技
法
・
和
服
篇
』（
衣
生
活
研
究
会
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
刊
）、
二
四
〇
頁
。
（
10
） 横
井
孝
「『
紫
式
部
集
』
の
中
世
」（『
紫
式
部
集
か
ら
の
挑
発
―
私
家
集
研
究
の
方
法
を
模
索
し
て
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
四
年
五
月
刊
、
所
収
）。
（
11
） 阿
部
秋
生
『
源
氏
物
語
研
究
序
説
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
九
年
三
月
刊
）
第
二
篇
「
明
石
の
君
の
物
語
の
構
造
」。
（
12
） 『
源
氏
物
語
』
本
文
は
、
源
氏
物
語
大
成
な
ら
び
に
小
学
館
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
頁
数
で
所
在
を
示
し
た
。
定
家
本
（
新
編
全
集
の
若
菜
下
の
巻
の
底
本
は
明
融
本
）
が
全
面
的
に
信
頼
の
お
け
る
本
文
で
あ
る
か
は
、
今
後
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
が
、
掲
出
箇
所
は
諸
本
に
異
同
の
少
な
い
場
面
な
の
で
新
編
全
集
本
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
漢
字
表
記
に
は
必
ず
し
も
従
わ
な
い
。
（
13
） 襲
の
色
目
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
金
花
堂
刊
『
薄
様
色
目
』
（
中
村
惟
徳
著
）に
憑
拠
す
る
吉
岡
幸
雄『
王
朝
の
か
さ
ね
色
辞
典
』
（
紫
紅
社
、
二
〇
一
二
年
一
月
刊
）
に
よ
る
。
実
際
に
仕
立
て
る
段
階
で
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
（
14
） 新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
は
「
羅
」
と
す
る
。『
源
氏
物
語
』
諸
本
す
べ
て
「
う
す
も
の
」。
こ
れ
に
「
羅
」
の
字
を
宛
て
る
べ
き
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
た
い
。
　
　
　
（
た
か
く
ら　
な
が
よ
し
・
実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
紋
道
髙
倉
流
二
十
六
世
宗
家
）
（
さ
と
う　
さ
と
る
・
実
践
女
子
大
学
教
授
） 
（
よ
こ
い　
た
か
し
・
実
践
女
子
大
学
名
誉
教
授
）
